
平成24年度 市政に関する意識調査

～福岡市の環境～

資料2



調査概要

◇調査地域 福岡市全域

◇調査対象者 市内に居住する満20歳以上の男女

◇標本数 4,500サンプル

◇抽出方法 住民基本台帳による二段階無作為抽出法

◇調査方法 郵送法

◇調査期間 平成24年8月17日（金）～8月31日（金）

◇回収数 2,352サンプル 回収率52.3％

◇質問項目

《全般的なことについて》

周辺環境、日ごろの取組み、環境活動の参加状況、環境団体の認知度、
関心のある環境問題、情報の入手方法 等

《再生可能エネルギーについて》

再生可能エネルギーに関する認知度・導入状況・導入意向・
今後の取組み 等

《ごみ・リサイクルへの意識、取組について》

ごみ減量・リサイクル（３R）・マイバッグ持参の関心度・取組み状況、
ペットボトルのキャップ 等

《東日本大震災前後の意識や行動の変化について》
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周辺環境について（現在）

（％） （％）

73.9

66.8

65.5

62.6

60.5

59.1

56.8

56.4

52.0

71.4

65.9

43.2

38.8

17.6

67.8

0 20 40 60 80 100

23.6

30.8

32.6

34.3

37.4

37.2

41.0

40.5

43.5

25.7

30.8

50.6

58.2

79.4

26.8

020406080100

緑とのふれあい

まちなみ景観

空気のさわやかさ

ごみの散乱状況

公園、野外レクリエーション
の数、設備の内容

静けさ

福岡市の環境全体

水辺とのふれあい

自然の豊かさ

まちのきれいさ

川や池や海の
水のきれいさ

生きものとのふれあい

気象状況
（夏の暑さ、集中豪雨など）

水の状況
（博多湾の水質など）

大気の状況
（黄砂の飛来など）

『満足している』点『不満である』点

全体（N=2,352）

[

住
ま
い
の
ま
わ
り

]
[

福
岡
市
全
体

]

[環境全体]

○景観などまちなみ・まちのきれいさには高評価 ○水・気象状況・大気の状況については不満多し ○H16と比較するとほぼ満足度アップ

(59.8)

(54.7)

(41.4)

(39.1)

(50.0)

(54.9) (36.7)

(53.1)

( ) 内はH16年調査結果

質問項目変更のため
H16との比較なし

POINT
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周辺環境について（５年前からの変化）

（％）

26.9

22.1

20.4

18.7

17.4

14.8

10.7

10.3

9.3

28.9

11.9

10.9

8.9

3.2

17.5

0 20 40 60 80 100

12.6

5.4

15.2

13.8

8.5

7.3

21.5

19.2

8.7

10.1

13.7

17.9

48.2

51.5

12.8

020406080100

緑とのふれあい

まちなみ景観

空気のさわやかさ

ごみの散乱状況

公園、野外レクリエーション
の数、設備の内容

静けさ

福岡市の環境全体

水辺とのふれあい

自然の豊かさ

まちのきれいさ

川や池や海の
水のきれいさ

生きものとのふれあい

気象状況
（夏の暑さ、集中豪雨など）

水の状況
（博多湾の水質など）

大気の状況
（黄砂の飛来など）

『良くなった』点『悪くなった』点

全体（N=2,352）

［
住
ま
い
の
ま
わ
り

］

［
福
岡
市
全
体

］

［環境全体］

42.1

変
わ
ら
な
い

52.8

46.4

48.6

55.7

58.5

49.6

52.8

61.1

43.1

56.4

48.0

26.2

28.4

50.2

11.1

５
年
前
を

知
ら
な
い

11.9

11.2

11.5

11.3

11.6

11.1

11.1

12.0

8.8

9.2

12.8

8.8

9.0

8.8

現在の満足度と同傾向 （まちなみ・まちのきれいさには高評価、気象状況・大気の状況については不満多し）

POINT
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日ごろ実行していること／今後実行したいこと

○上位５項目は90％を超えており習慣化している ○実行率が低い「環境配慮商品の購入」や「緑化」についても今後の実行意欲が高い

○H16と比較すると、マイバッグと古紙回収の取組みが大幅アップ。『実行したい』については、ほとんどの項目で10ポイント以上アップ

87.7%

88.5%

88.6%

88.9%

85.2%

77.5%

82.4%

68.8%

92.9%

92.2%

93.2%

94.1%

94.0%

94.0%

94.4%

82.4%

82.2%

82.2%

81.8%

79.1%

71.2%

56.2%

41.5%

89.3%

89.7%

97.8%

97.3%

96.8%

96.5%

93.8%

ごみの分別や出し方の

ルールを守っている

実行したいこと実行していること

全体（N=2,352）

水を出しっぱなしにしないなど、

節水に気をつけている

使用してない照明や電気製品を消す

など、節電に気をつけている

近所の迷惑にならないように

騒音に気をつけている

台所で、食用油や食べ残しを排水口

から流さないようにしている

物を無駄にしないことを心がけて、

ごみを出さないようにしている

皿洗いや洗濯の時に、洗剤を

使いすぎないようにしている

古紙等は、地域集団回収等へ

持って行くようにしている

同じものであれば、

近くでとれた農産品を買う

買い物のとき、マイバッグを持参

するなどして、レジ袋を断っている

エアコンの温度は、冷房28℃以上、

暖房は20℃以下に設定している

外出の際には徒歩や自転車、電車

などの公共交通機関を利用している

環境に優しい製品を購入するよう

心がけている

不要なアイドリングや空ふかし、

急発進などをしないようにしている

屋上や壁面、ベランダの緑化に

取り組んでいる

(67.0)

(55.4)

( ) 内はH16年調査結果
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環境活動への参加状況

おおむね５割以上が、今後の参加意向を有しているが、「参加したい」の割合は低め

5.6

26.7

92.8

71.5

63.4

6.8

34.8

90.8

1.8

1.6

1.8

2.3

% 20% 40% 60% 80% 100%

参
加
し
た
こ
と
が

な
い

参
加
し
た
こ
と
が

あ
る

無
回
答

9.2

16.7

41.1

40.6

43.222.2

10.7 39.3 32.9

27.9

33.5

21.5 8.4

12.5

10.4

11.9 4.4

4.5

4.6

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

自然保護活動　　　　　　　　　

リサイクル活動　　　　　　　　

再生可能エネルギー・省エネルギ
ーの普及啓発活動　　　　　　　

環境美化活動　　　　　　　　　

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

参
加
し
た
く
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

参
加
し
た
い

参
加
し
た
い

『
参
加
し
た
い

』

『
参
加
し
た
く
な
い

』

50.3 45.4

57.3 38.3

50.0 45.4

65.4 29.9

参
加
し
た
く
な
い

無
回
答

５年以内の参加経験 今後の参加意向
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活動に参加したくない理由

時間の都合の要因のほか、団体も含め、活動の情報不足が挙がっている

38.4

41.8

31.1

13.3

20.2

15.9

29.9

29.5

26.8

2.5

0 20 40 60 80 100

時間帯の都合が合わないから　　

活動に割くための時間がないから

参加できる活動などの情報がない
から　　　　　　　　　　　　　

一人では参加しにくいから（一緒
に参加する仲間がいないから）　

活動を行っている団体などの情報
がなく、不安だから　　　　　　

参加しても、どの程度、環境保全
に役立つのか分からないから　　

興味がないから　　　　　　　　

費用がかかるから（交通費や参加
費など） 　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　

（％）

全体（n＝1,305）

POINT
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環境団体の認知度／活動についての認識の変化

○環境美化やリサイクルに関する団体については約半数が知っているが、他の分野はまだ認知不足

○活動については５年前と比べ報道・メディアでの露出は増えたが、身近な地域での活動はまだ認識が低い

知
ら
な
い

１
～

２
団
体

無
回
答

３
～

４
団
体

５
団
体
以
上

37.8

40.0

18.8

16.4

4.8

5.3

1.9

1.2

0.2

1.2

1.1

0.4

51.3

52.8

76.3

77.7 3.8

3.3

3.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

環境美化活動　　　　　　　　　

リサイクル活動　　　　　　　　

自然保護活動　　　　　　　　　

再生可能エネルギー・省エネルギ
ーの普及啓発活動　　　　　　　

（％） （％）

29.6

38.3

41.8

43.8

56.2

020406080

地域で環境団体が活動して
いる場面を、見かけることが

多くなった

テレビや新聞、インターネット
などで、地域の環境団体の
活動を、よく見るようになった

『そう感じる』『そう感じない』

全体（N=2,352）

地域の環境団体の活動に、参加
している人が増えた

自分自身や家族が、地域の環境
団体の活動に、参加する機会が

多くなった

地域の環境団体が取り組むテー
マが増えた

44.1

36.9

29.0

27.8

18.6

0 20 40 60 80

23.9

５
年
前
を

知
ら
な
い

21.7

25.9

25.0

21.8

環境団体をどのくらい知っているか

環境団体が行う活動の
５年前からの変化

POINT
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関心のある環境問題

H16と比較すると、いずれの項目も関心度が高い

（％）

88.7

84.9

84.5

84.2

81.6

78.0

74.3

73.8

66.8

64.1

60.3

59.1

55.7

55.1

43.2

0 20 40 60 80 1000

まちなみ景観や地域の清掃・

美化などに関すること

大気汚染や水質汚濁、騒音・

振動など公害問題に関すること

全体（N=2,352）

都市のうるおい（まちなかの

緑や水辺）に関すること

都心部などでのヒートアイランド

現象に関すること

生きものの種類や数、生息する

場所といった生物多様性に

関すること

地球温暖化、オゾン層の破壊、酸

性雨、砂漠化などの地球環境問題

に関すること

省エネ、省資源・リサイクル、節水な

ど日常生活での工夫の仕方

購入する製品・サービスが環境に与

える影響の情報

自然とふれあうための施設や

イベントの情報

太陽光発電・水力発電・風力発電等

の再生可能エネルギーに関すること

環境に関する展示会・講演会・

セミナーの情報

環境問題に対する国・県・市

の取組

環境を守ったり良くしたりするため

に、市民・市民団体が行う活動

環境を守ったり良くしたりするため

に、企業が行う活動

環境問題に困った場合の相談

の窓口

( ) 内はH16年調査結果

(73.1)

(56.5)

(40.3)

(24.9)

(65.5)

(42.3)

(29.0)

(39.7)

(23.1)

(25.8)

(26.9)

(24.8)

(8.5)

(69.5)

(－)
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8



環境問題についての情報の取得状況

５割を超えているのは、「省エネ・リサイクル等、日常生活での工夫の仕方」のみ

（％） （％）

52.2

40.3

35.9

33.7

31.9

31.0

25.3

23.6

23.5

20.0

18.5

17.1

16.3

14.9

13.6

0 20 40 60 80 100

35.7

47.7

51.8

54.5

55.5

57.0

61.9

63.9

63.8

67.6

69.4

70.6

71.3

72.8

74.1

020406080100

『情報を得ている』『情報を得ていない』

全体（N=2,352）

都心部などでのヒートアイランド

現象に関すること

地球温暖化、オゾン層の破壊、酸
性雨、砂漠化などの地球環境問題

に関すること

購入する製品・サービスが環境に与
える影響の情報

自然とふれあうための施設や

イベントの情報

太陽光発電・水力発電・風力発電等

の再生可能エネルギーに関すること

環境問題に対する国・県・市

の取組

環境を守ったり良くしたりするため

に、市民・市民団体が行う活動

環境を守ったり良くしたりするため
に、企業が行う活動

環境問題に困った場合の相談

の窓口

まちなみ景観や地域の清掃・

美化などに関すること

大気汚染や水質汚濁、騒音・

振動など公害問題に関すること

都市のうるおい（まちなかの

緑や水辺）に関すること

生きものの種類や数、生息する場

所といった生物多様性に関すること

省エネ、省資源・リサイクル、節水な

ど日常生活での工夫の仕方

環境に関する展示会・講演会・

セミナーの情報

POINT
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情報の入手方法

テレビ・新聞・市政だより等既存のメディアに加え、ブログ等のソーシャルメディアからも情報を取得

3.7

3.4

2.5

2.3

0.7

1.5

4.4

11.8

19.3

19.6

21.9

13.8

15.9

14.5

9.1

63.6

83.2

67.9

0 20 40 60 80 100

テレビから　　　　　　　　　　

福岡市政だより・公民館だより・
市のパンフレットから　　　　　

新聞から　　　　　　　　　　　

雑誌から　　　　　　　　　　　

家族・友人・知人から　　　　　

ラジオから　　　　　　　　　　

仕事を通じて　　　　　　　　　

市のホームページから　　　　　

ソーシャルメディアや市ホームペ
ージを除くインターネットサイト

ＰＴＡ・自治会などの地域の活動
を通じて　　　　　　　　　　　

ブログやツイッター、フェイスブ
ックなどのソーシャルメディア　

展示会・講演会・セミナー・シン
ポジウムなどから　　　　　　　

学校での授業や課外活動などを通
じて　　　　　　　　　　　　　

メール配信サービスから（熱中症
情報、ごみ出しメールなど）　　

ＮＰＯ・ボランティア活動を通じ
て　　　　　　　　　　　　　　

入手しない　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　

（％）

全体（Ｎ＝2,352）

POINT
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環境学習施設の利用状況

環境に特化した市施設については利用状況、認知とも低い

42.0

45.7

5.7

4.6

4.7

18.6

22.2

4.5

2.7

47.7

44.6

56.1

52.3

52.6

57.2

53.8

29.3

53.4

25.0

24.7

22.2 72.2

3.7

2.6

2.4

8.1

29.8

25.5

48.3

26.5

52.9

42.3

26.6

6.2

7.0

8.0

67.6

21.4

68.6

67.9

25.7

62.5

38.6

34.5

35.1

14.2

14.9

67.9

3.0

2.9

2.9

3.0

2.8

3.2

3.5

2.6

3.6

3.5

3.2

2.6

2.3

4.2

2.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

福岡市植物園　　　　　　　　　

福岡市動物園　　　　　　　　　

マリンワールド海の中道　　　　

油山自然観察の森　　　　　　　

もーもーらんど油山牧場　　　　

今宿野外活動センター　　　　　

海の中道青少年海の家　　　　　

脊振少年自然の家　　　　　　　

体験学習施設ぐりんぐりん　　　

スマートハウス常設展示場　　　

九州エネルギー館　　　　　　　

少年科学文化会館　　　　　　　

福岡市保健環境学習室「まもるーむ
福岡」　　　　　　　　　　　

西部３Ｒステーション　　　　　

臨海３Ｒステーション　　　　　

ぽんプラザ下水道ＰＲコーナー　

知
ら
な
い

知

っ
て
い
る
が

利
用
し
た
こ
と
は

な
い

利
用
し
た
こ
と
が

あ
る

「
利
用
し
た
こ
と
が

あ
る

」

『
利
用
し
た
こ
と
は

な
い

』

42.0 55.7

45.7 51.6

48.3 48.5

25.5 71.0

29.8 66.5

8.1 87.7

5.7 91.7

4.6 92.4

4.7 91.8

2.4 94.5

18.6 78.6

22.2 74.8

2.6 94.4

4.5 92.6

3.7 93.3

無
回
答

2.7 94.4

過去５年以内の利用状況
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東日本大震災後の環境に関する意識・行動の変化①

「電力等エネルギー」「節電・リサイクル」への関心の高まりが顕著

1.9

30.8

33.0

36.3

5.2

17.4

12.8

2.2

43.0

70.4

58.4

0 20 40 60 80 100

電力等エネルギーに対する関心が
高まった　　　　　　　　　　　

節電やリサイクル等に対する関心
が高まった　　　　　　　　　　

環境破壊や温暖化等に対する関心
が高まった　　　　　　　　　　

もっと一人ひとりが環境問題に取
り組むべきだと思うようになった

環境に関する行政の取組に関心が
高まった　　　　　　　　　　　

環境問題が自分の生活と密接に関
わっていると感じるようになった

環境に関する企業の取組に関心が
高まった　　　　　　　　　　　

環境に関するＮＰＯや市民団体等
の取組に関心が高まった　　　　

変化はなかった　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　

（％）

全体（Ｎ＝2,352）

POINT
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東日本大震災後の環境に関する意識・行動の変化②

震災後は、環境への取組みを優先する割合が20％アップ

全体(Ｎ=2,352)

変わらなかった
9.6%

無回答
2.2%

変化があった

41.9%

少し変化があった

46.3%

6.5

10.0

36.4

52.0 30.4

37.3

2.6

12.5 4.6

2.5

2.7

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

震災前

震災後

生
活
の
便
利
さ
・
快
適
さ
を

優
先
す
る
が

、
環
境
へ
の

取
組
も
あ
る
程
度
配
慮

環
境
へ
の
取
組
を
優
先
す
る

が

、
生
活
の
便
利
さ
・
快
適

さ
も
あ
る
程
度
配
慮

環
境
へ
の
取
組
を

優
先
し
た
い

無
回
答

生
活
の
便
利
さ
・
快
適
さ
を

優
先
し
た
い

わ
か
ら
な
い

震
災

前
後

震災後の環境に関する行動の変化

震災前後での環境への取組と生活の利便性のバランスについて
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